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金環日食（２０１２）における宮城県古川黎明中学校・高等学校の取り組み
Astronomy education in the Annular Eclipse at FurukawaReimei
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２０１２日５月２１日の全国的な日食（宮城県は部分日食）において，古川黎明中学校・高等学校は大崎生涯学習セ
ンターなど，地域との連携を生かした様々な取り組みを行った。
まず，生徒の安全と教育効果の両面から，始業を３時間遅らせ，生徒が自宅や地域で観察するようにした。
また，約千名の全校生徒が安全に観察するために，日食観察安全シート（ナリカ社）を名刺サイズの台紙に挟み，単

眼の観察グラスを制作した。台紙には完全上の注意や，日食開始，最大，終了の時刻を記載した。理科の授業や自然科
学部の活動として生徒の手によって約１００００人分制作し，被災地や地域住民に配布した。
天文教育に力を入れている大崎生涯学習センター（パレットおおさき）とも連携し日食観察事前講習会に教員・生徒

が参加し，日食グラスの制作方法，ピンホールでの安全な観察方法について研修を行った。
日食当日，多くの生徒は，自宅や自宅付近で観察した。科学部の生徒は大崎生涯学習センターの観察会のボランティア

スタッフとして，９００人の参加者への支援，空の明るさ撮影，望遠鏡の操作などを行った。
宮城県は部分食であるため，教師３名が前日に金環帯である福島県いわき市に入り，ライブ中継を行った。デジタルア

イピースを天体望遠鏡に接続し，モバイルルーター経由で中継，生徒同士の国際交流も兼ね，古川黎明中・高の他，オー
ストラリアのスミスヒルズ校への中継も行った。
７１６名（９６．９％）の生徒が怪我や事故なく，安全に観察できたことが一番の成果である（提出されたレポートか

ら）。後日，日食グラスを送った富ヶ丘長生会，エスプ塩釜，仙台市立将監西小学校，女川町立女川第一小学校より，お
礼状をいただくなど，自作のグラスを配布することで地域貢献もできたと考える。
これらの実践で，生徒の天文（自然科学）に関する関心・意欲を高めるとともに，地域貢献，被災地支援を行うこと

ができた。これを１つの前例とし，自然科学を通した地域と学校との連携を行い，生徒の育成に努めていきたい。
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